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社
会
イ
ン
フ
ラ
で
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効

率
化
を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
新
事
例
の
一

つ
が
、
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

耐
震
・
長
寿
命
化
を
命
題
に
！

“
恐
竜
”の
別
名
を
持
つ

東
京
港
の
玄
関
橋

平
成
24
年
２
月
12
日
に
開
通
し
た
東
京

ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
。
江
東
区
若
洲
か
ら
中
央

防
波
堤
外
側
埋
立
地
を
結
び
、東
京
港
の
物

流
効
率
向
上
を
目
的
に
建
設
し
ま
し
た
。
ま

る
で
恐
竜
が
向
き
合
っ
た
よ
う
な
独
特
な
構

造
は
、
羽
田
空
港
に
離
発
着
す
る
航
空
路
に

位
置
す
る
こ
と
と
、
東
京
港
を
出
入
り
す
る

船
舶
の
航
路
に
架
か
る
と
い
っ
た
立
地
上
の

制
約
条
件
か
ら
考
え
ま
し
た
。

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、強
度
は
も
と
よ
り
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
ま
で
考
慮
し
、設
計
や

基
礎
構
造
、
鋼
材
、
免
震
装
置
な
ど
に
最
新

の
技
術
を
活
か
し
て
い
ま
す
。

橋
梁
の
状
態
を
迅
速
に
把
握
す
る

最
新
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

最
新
技
術
で
建
設
し
た
東
京
ゲ
ー
ト
ブ

リ
ッ
ジ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
大
き
な
建
造
物

と
な
る
と
維
持
管
理
の
負
担
も
増
大
し
ま
す
。

そ
こ
で
維
持
管
理
の
省
力
化
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
、劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分

析
を
目
的
と
し
て「
橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
地
震
計
や
雨
量
計
を
は

じ
め
、
橋
の
左
右
の
伸
縮
変
位
や
中
心
部

の
ひ
ず
み
、
免
震
装
置
の
変
位
な
ど
を
測
定

す
る
多
く
の
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け

て
い
ま
す
。
計
測
し
た
デ
ー
タ
は
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
通
じ
て
ほ
ぼ
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
監
視
室
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

上
に
表
示
。
異
常
発
生
時
は
警
報
で
通
知
し

ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
は
災
害
時
な
ど
の
対
応
を
迅
速
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
り
ま
す
。
強
風
時

に
は
速
や
か
に
交
通
規
制
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
り
、
ま
た
大
地
震
直
後
で
も
画
面
上
で

異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
迅
速
な
交
通
の
確
保
と
点
検
時
間
の

短
縮
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

開
通
か
ら
の
蓄
積
デ
ー
タ
を
分
析

将
来
の
補
修
や

新
し
い
橋
の
建
設
に
活
用

橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ

は
保
全
管
理
だ
け
で
な
く
、
劣
化
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
分
析
に
よ
り
予
防
保
全
や
、
今
後
造
ら

れ
る
構
造
物
の
設
計
に
も
役
立
つ
と
考
え
て

い
ま
す
。

例
え
ば
路
面
下
の
床
組
の
劣
化
は
、
な
か

な
か
把
握
し
に
く
い
も
の
。
特
に
重
量
貨
物

に
よ
る
疲
労
劣
化
は
橋
梁
に
と
っ
て
深
刻
で
、

発
生
す
る
と
早
期
の
補
修
・
補
強
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
床
組
に
セ
ン
サ
ー
を
設

置
し
、
測
定
し
た
車
両
重
量
な
ど
を
分
析
・

解
析
す
る
こ
と
で
、
劣
化
を
早
め
に
察
知
し

予
防
保
全
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
特
筆
す
べ
き
は“
開
通
か
ら
”デ
ー
タ

が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
。
そ
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
橋
梁
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を

通
し
た
劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
で
き
れ

ば
、
長
寿
命
化
を
意
識
し
た
新
し
い
橋
梁
の

設
計
・
施
工
に
も
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
は
、
現
状
の
監
視
と
保
守
だ
け
で
は
な
く
、

予
防
保
全
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
補
修
・
補

強
、
そ
し
て
今
後
建
設
さ
れ
る
橋
梁
に
お
い

て
も
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
し
長
寿
命
橋
梁
に

東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

社
会
資
本

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年

特
集

Ⅳ　

最
新
施
設
に
取
り
入
れ
た
新
技
術
橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

関
東
地
方
整
備
局 

東
京
港
湾
事
務
所

橋梁モニタリングシステムの画面。計測した
データは、保全管理だけでなく、予防保全や
新しい橋梁設計にも活用できる。


